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Summary 
 

Results of this study confirmed the possibility of preventing death of above-ground plant parts and 
blackening and rot of roots, and of increasing the yield of Polygala tenuifolia Willd. . Quantification 
of the component contents showed that all cultivated products can be distributed domestically when 
targeting tenuifolin, which is commonly used as an index component of POLYGALAE RADIX. 
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緒緒言言  

 
イトヒメハギ（Polygala tenuifolia Willd.）は，中国

東北部，華北，東部地帯に自生する多年生草本（日本

薬局方解説書編集委員会，2016）であり，日当たりの

良い斜面などに生える草丈 20～40cm の植物である

（藤野ら，1998）．根または根皮を生薬和名「オンジ

(遠志)( POLYGALAE RADIX)」として使用する．漢

方処方用薬としては，精神神経用薬，保健強壮薬およ

び去痰薬に配合されている． 
近年，オンジは，中年期以降の物忘れの改善に効能

があるとして，オンジ単独で製品化が可能となった

（厚生労働省医薬・生活衛生局審査管理課長，2015）．
実際，既にオンジ単味製剤の市場流通が始まってお

り，高齢化が進む我が国において今後需要の拡大が

予想される（西原ら，2018）．オンジは，国内では平

成 28 年度実績で 33,785kg が原料生薬として使用さ

れ，その全量が中国から輸入されている（山本ら，

2019）．需要の増加に伴い，価格高騰や，安定的な輸

入量確保が困難になることが想定される．そこで，筆

者らは，原料となる植物であるイトヒメハギの栽培

研究に着手することとした． 
筆者らの観察によれば，イトヒメハギを栽培する

うえで最も問題となるのは，栽培期間中に多くみら

れる地上部の落葉や立ち枯れと根腐れである(第 1 図，

第 2 図)．イトヒメハギ栽培では，2 年以上栽培した

場合に根腐れ症状が発生することから，安定した収

量を確保するためには，根腐れ症状発生要因の解明

とその技術的対策が必要であるとの指摘がなされて

いる（鈴木ら，1998）．また，一連の症状を呈する病

害として，イトヒメハギ根腐病が報告されているが

（川部ら，2018），有効な防除技術は判明していない．

そこで，イトヒメハギの栽培を安定化する技術とし

て，雨除け栽培に着目した．雨除け栽培は，野菜類を

はじめ，数多くの園芸作物で，病害防除並びに品質向

上対策として一般に広く普及している栽培方法であ

る（阿部，1989）．薬用作物では，同じく根を生薬と

して利用するムラサキ（Lithospermum erythrorhizon 
Siebold et Zuccarini 生薬和名シコン（紫根））におい

て，雨除け栽培により，枯死の回避，生育量の増大お

よび成分含量向上の効果がみられたとの報告がある

（渥美ら，2017）． 
本報では，簡易な雨除けトンネル処理が，イトヒメ

ハギの地上部の枯死，収穫物である根の黒変・腐敗発

生および乾燥後の収量に及ぼす影響を検討した．ま

た，収穫物が国内栽培生薬原料として流通可能な成
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7 月 12 日に設置し，収穫時に除去した．幅 1m×高さ

90cm のトンネル支柱（（株）積水樹脂，径 11mm）

を，軒高 75cm となるよう設置し，135cm 幅 0.1mm
厚の農業用ビニルフィルム（商品名：アキレスノンキ

リーあすか，アキレス（株））を張った(第 3 図)．両

サイドは通風のため畝面より 15cm 上で固定した．強

風対策としてビニル紐とペグにより補強した． 
2019 年 9 月 12 日に A 圃場について，9 月 30 日に

B 圃場について，目視によりマルチ穴播種箇所ごとに

地上部の枯死の有無を調査した．地上部茎葉が全て

褐変している株、または，発芽後，生育途中に地上部

自体が消失したと考えられる株を地上部の枯死株と

判定した．11 月 21 日に，トラクターに取り付けたデ

ィガー（商品名：BL-125 松山（株））により植物体

全草を収穫した．水洗し，根の黒変・腐敗の発生程度

を調査した．目視による調査は，根表面の黒変・腐敗

部分を，0：なし，1：少（0～1/4 程度），2：中（1/4
～1/2 程度）, 3：多（1/2～3/4 程度），4：甚（3/4 以

上～全体）に指数化して行った．調査後，全草を雨除

けハウス内で常温静置乾燥した．2020 年 1 月 20 日に

収穫物の地上部茎葉を切除し，乾燥根の収量を調査

した． 
 

 
実実験験 22  収収穫穫物物乾乾燥燥根根ににおおけけるる成成分分含含量量のの定定量量  

実験１において、各試験区 1 反復あたりの収穫株

全体の中から、無作為に 3 株を選んで調製した試料

を用い，薬事研究センター（奈良県御所市）において、

辻本ら（2018）に従って tenuifolin を，中国国家薬典

委員会（2015）に従って 3,6’-disinapoyl sucrose を，

厚生労働省（2016b）に従ってエキス含量（希エタノ

ールエキス）をそれぞれ定量した． 

結結果果  

 
実実験験 11  雨雨除除けけビビニニーールルトトンンネネルル処処理理がが地地上上部部枯枯死死のの  

発発生生，，根根のの黒黒変変・・腐腐敗敗おおよよびび乾乾燥燥根根のの収収量量にに及及ぼぼすす影影  

響響  

地上部の枯死は，A 圃場，B 圃場のいずれにおいて

も，無処理区においてのみ発生し，処理区間において

有意差が認められた（第 1 表）． 
根の黒変・腐敗は，A 圃場，B 圃場のいずれにおい

ても，無処理区においてのみ発生し，発生程度の指数

は処理区間において有意差が認められた（第 2 表）．

また，A 圃場，B 圃場のいずれにおいても，無処理区

においては反復間で発生度の差が大きく，一部の反

復に発生が偏在する傾向がみられた． 
A 圃場，B 圃場のいずれにおいても，処理区におい

て，乾燥根の収量は有意に多くなり，1 本あたり重量

は有意に重くなった（第 3 表）． 
 
実実験験 22  収収穫穫物物乾乾燥燥根根ににおおけけるる成成分分含含量量のの定定量量  

tenuifolin の含量は，2.767～3.323%と中華人民共和

国薬典の含量規格（2.0%以上）及び香港中薬材標準の

含量規格（2.5%以上）を満たした（第 4 表）．また，

処理区間において有意差は認められなかった． 
3,6’-disinapoyl sucrose の含量は，0.019～0.038%と

中華人民共和国薬典の含量規格（0.50%以上）を満た

さなかった．3,6’-disinapoyl sucrose の含量は，処理

区において高い傾向にあり，B 圃場では無処理区との

間に有意な差が認められた． 
エキス含量（希エタノールエキス）は，37.4～43.7%

であり，A 圃場，B 圃場のいずれにおいても，処理区

間において有意差は認められなかった． 
 
 

考考察察  

 
実験１の結果から，雨除けトンネル処理により，イ

トヒメハギの地上部の枯死と根の黒変・腐敗を防ぎ，

収穫物である地下部の増収を図ることが可能である

ことが明らかとなった．この理由については，雨除け

トンネル処理によって，降雨による過湿や，土砂の跳

ね上がりによる茎葉の傷害と土壌由来の病原菌の茎

葉への付着の回避，さらに，畝表面土壌への雨水の直

接の浸透を防ぐことにより，根の湿害あるいは根腐

病等の土壌病害の発生が抑制されたことが可能性と

して挙げられる． 

第3図 試験区の栽培状況 

Fig.3. Cultivated state of test area 

左前方：無処理区 右後方：雨除けトンネル処理区 
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分含量を有するかについても検討した． 
オンジは，公定書規格である日本薬局方に第四改

正において初収載されて以降（木下，2015），現在ま

で指標成分による含量規格は規定されていない（厚

生労働省，2016a）．一方で，オンジを原料として使

用する製薬企業においては，日本薬局方に収載され

た規格を満たすだけではなく，それに加えて，これま

で使用してきた市場流通品（中国産）との品質の同等

性を確認するために自社規格として指標成分による

定量値を求めることが多い（川原，2014）． 
そのため，オンジの国産品の使用を考えた場合，指

標成分による定量値を検討する必要がある．定量値

を検討する際，日本薬局方に規定がない場合には，各

国の局方やそれらに準ずる基準や，学術文献を参考

に設定を検討してもよいことがオンジ単味承認取得

に係るガイダンスに示されている（厚生労働省医薬・

生活衛生局審査管理課長，2015）． 
そこで，本ガイダンスを準用し，各国の局方等を参

考としたところ，中華人民共和国薬典において

tenuifolin，3,6’-disinapoyl sucrose，polygalaxanthoneⅢ
の 3 成分の含量規格が，香港中薬材標準において

tenuifolin の含量規格が規定されていた（中国国家薬

典委員会，2015；中華人民共和国香港特別行政区衛生

署，2010）．一方で，筆者らは polygalaxanthoneⅢの

定量法には問題があり，正確な定量ができないこと

を報告している（西原ら，2017；Tsujimoto ら，2019）．
そこで，各国の局方等に規定されている規格値の中

から，tenuifolin と 3,6’-disinapoyl sucrose の 2 成分の

定量を行うこととした．また，特定の指標成分ではな

いものの，有効成分が未詳である生薬においてその

成分含量を総合的に確認する上で汎用されており，

第十七改正日本薬局方一般試験法中の生薬試験法に

規定されているエキス含量（希エタノールエキス）に

ついても定量を行った（厚生労働省，2016b）． 
                                                                     
 

材材料料おおよよびび方方法法  

  

実実験験 11  雨雨除除けけトトンンネネルル処処理理がが生生育育とと収収量量にに及及ぼぼすす影影

響響  

大和野菜研究センター(奈良県宇陀市榛原三宮寺，

標高 350m)の A 圃場（斜度 0.4 度，1 畝，22.5 ㎡）と

B 圃場(斜度 6.6 度，1 畝，30 ㎡)で栽培を行った．両

圃場に，雨除けトンネル処理区(以下処理区)と無処

理区を設置した．試験区の規模は，A 圃場は 1 区あた

り 2.25 ㎡(畝幅 1.5m×長さ 1.5m)，B 圃場は 1 区あた

り 4.5 ㎡(畝幅 1.5m×長さ 3m)とし，各区いずれも 3
反復とした．苦土石灰 100kg/10a を施用し，畝幅 1.5m，

畝高 20cm に畝を立て，黒ポリフィルムマルチ

（0.03mm，150cm）を張った畝に，A 圃場では 2019
年 5 月 15 日に，B 圃場では 2019 年 4 月 22 日に，条

間 15cm，株間 15cm の 4 条となるように 8cm 径の穴

を空け，種子を 50 粒／穴ずつ播種し，モミガラによ

り覆土・鎮圧した．なお，マルチ穴栽培でのイトヒメ

ハギの適正な播種量と栽植密度は明らかではないた

め，今回は，宇陀市内において栽培されている同属植

物であるヒロハセネガのマルチを利用した慣行栽培

に準じた．播種箇所数は，A 圃場は 1 区あたり 40 箇

所，B 圃場は 1 区あたり 80 箇所とした．播種後直ち

に寒冷紗(商品名：ワイドクロスシルバーS1205，（株）

日本ワイドクロス，遮光率 30～35%)を畝表面にべた

がけし，発芽を確認した後に除去した．2019 年 6 月

13 日に化成肥料（商品名：IBS1 号，ジェイカムアグ

リ（株））を N:P:K 各 3kg/10a となるよう（3 粒/播種

箇所）施肥した．処理区の雨除けトンネルは 2019 年

第1図 地上部茎葉の落葉・枯死 

Fig.1. Fallen leaves and withered plants above ground 

左：落葉・枯死 右：正常 

第2図 根の黒変・腐敗 

Fig.2. Blackened and rotted roots 

左：黒変・腐敗 右：正常 
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さなかった．3,6’-disinapoyl sucrose の含量は，処理

区において高い傾向にあり，B 圃場では無処理区との

間に有意な差が認められた． 
エキス含量（希エタノールエキス）は，37.4～43.7%

であり，A 圃場，B 圃場のいずれにおいても，処理区

間において有意差は認められなかった． 
 
 

考考察察  

 
実験１の結果から，雨除けトンネル処理により，イ

トヒメハギの地上部の枯死と根の黒変・腐敗を防ぎ，

収穫物である地下部の増収を図ることが可能である

ことが明らかとなった．この理由については，雨除け

トンネル処理によって，降雨による過湿や，土砂の跳

ね上がりによる茎葉の傷害と土壌由来の病原菌の茎

葉への付着の回避，さらに，畝表面土壌への雨水の直

接の浸透を防ぐことにより，根の湿害あるいは根腐

病等の土壌病害の発生が抑制されたことが可能性と

して挙げられる． 

第3図 試験区の栽培状況 

Fig.3. Cultivated state of test area 

左前方：無処理区 右後方：雨除けトンネル処理区 
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分含量を有するかについても検討した． 
オンジは，公定書規格である日本薬局方に第四改

正において初収載されて以降（木下，2015），現在ま

で指標成分による含量規格は規定されていない（厚

生労働省，2016a）．一方で，オンジを原料として使

用する製薬企業においては，日本薬局方に収載され

た規格を満たすだけではなく，それに加えて，これま

で使用してきた市場流通品（中国産）との品質の同等

性を確認するために自社規格として指標成分による

定量値を求めることが多い（川原，2014）． 
そのため，オンジの国産品の使用を考えた場合，指

標成分による定量値を検討する必要がある．定量値

を検討する際，日本薬局方に規定がない場合には，各

国の局方やそれらに準ずる基準や，学術文献を参考

に設定を検討してもよいことがオンジ単味承認取得

に係るガイダンスに示されている（厚生労働省医薬・

生活衛生局審査管理課長，2015）． 
そこで，本ガイダンスを準用し，各国の局方等を参

考としたところ，中華人民共和国薬典において

tenuifolin，3,6’-disinapoyl sucrose，polygalaxanthoneⅢ
の 3 成分の含量規格が，香港中薬材標準において

tenuifolin の含量規格が規定されていた（中国国家薬

典委員会，2015；中華人民共和国香港特別行政区衛生

署，2010）．一方で，筆者らは polygalaxanthoneⅢの

定量法には問題があり，正確な定量ができないこと

を報告している（西原ら，2017；Tsujimoto ら，2019）．
そこで，各国の局方等に規定されている規格値の中

から，tenuifolin と 3,6’-disinapoyl sucrose の 2 成分の

定量を行うこととした．また，特定の指標成分ではな

いものの，有効成分が未詳である生薬においてその

成分含量を総合的に確認する上で汎用されており，

第十七改正日本薬局方一般試験法中の生薬試験法に

規定されているエキス含量（希エタノールエキス）に

ついても定量を行った（厚生労働省，2016b）． 
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響響  

大和野菜研究センター(奈良県宇陀市榛原三宮寺，

標高 350m)の A 圃場（斜度 0.4 度，1 畝，22.5 ㎡）と

B 圃場(斜度 6.6 度，1 畝，30 ㎡)で栽培を行った．両

圃場に，雨除けトンネル処理区(以下処理区)と無処

理区を設置した．試験区の規模は，A 圃場は 1 区あた

り 2.25 ㎡(畝幅 1.5m×長さ 1.5m)，B 圃場は 1 区あた

り 4.5 ㎡(畝幅 1.5m×長さ 3m)とし，各区いずれも 3
反復とした．苦土石灰 100kg/10a を施用し，畝幅 1.5m，

畝高 20cm に畝を立て，黒ポリフィルムマルチ

（0.03mm，150cm）を張った畝に，A 圃場では 2019
年 5 月 15 日に，B 圃場では 2019 年 4 月 22 日に，条

間 15cm，株間 15cm の 4 条となるように 8cm 径の穴

を空け，種子を 50 粒／穴ずつ播種し，モミガラによ

り覆土・鎮圧した．なお，マルチ穴栽培でのイトヒメ

ハギの適正な播種量と栽植密度は明らかではないた

め，今回は，宇陀市内において栽培されている同属植

物であるヒロハセネガのマルチを利用した慣行栽培

に準じた．播種箇所数は，A 圃場は 1 区あたり 40 箇

所，B 圃場は 1 区あたり 80 箇所とした．播種後直ち

に寒冷紗(商品名：ワイドクロスシルバーS1205，（株）

日本ワイドクロス，遮光率 30～35%)を畝表面にべた

がけし，発芽を確認した後に除去した．2019 年 6 月

13 日に化成肥料（商品名：IBS1 号，ジェイカムアグ

リ（株））を N:P:K 各 3kg/10a となるよう（3 粒/播種

箇所）施肥した．処理区の雨除けトンネルは 2019 年

第1図 地上部茎葉の落葉・枯死 

Fig.1. Fallen leaves and withered plants above ground 

左：落葉・枯死 右：正常 

第2図 根の黒変・腐敗 

Fig.2. Blackened and rotted roots 

左：黒変・腐敗 右：正常 
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なお，実験開始当初は，無処理区すなわちポリフィ

ルムマルチの単独使用によっても，地上部の過湿や 
土砂の跳ね上がりを防ぎ，降雨の土壌への直接浸透

を軽減することは一定程度可能であると想定したが，

マルチのみではイトヒメハギの地上部の枯死と根の

黒変・腐敗を防ぐには至らなかったと考えられる． 
これらのことについては，今回は地上部の湿度，土

壌水分の測定や病原菌の同定を行っていないため詳

細は今後の検討課題である．しかしながら，中国では，

自生地でもある黄土高原などの，耕土が深くかつ排

水の良い土壌条件の少雨乾燥地帯においてイトヒメ

ハギの栽培が行われている（小林，2019）．原産地の

栽培環境に近づくよう雨除けトンネル処理を行うこ

とによって，国内において栽培を行った場合でも，栽

培環境による生育不良を克服できると考えられる． 
また，イトヒメハギを原料とするオンジは，一般的

に「芯抜き品」すなわち根の芯(木部)を抜き取った状

態の太くて長い筒状のものが良品とされる（小林，

2019）．根の表面が黒変・腐敗することは収穫物とし

て致命的であり，雨除けトンネル処理は有効な対策

になり得ると推察される． 
実験 2 の結果から，tenuifolin の含量は，A 圃場，B 

 
 
圃場のいずれにおいても，雨除けトンネル処理の有

無にかかわらず，筆者らが過去に分析した中国産芯

抜き品の市場流通品での 2.67～3.69%と同等の含量

を示し（辻本ら，2018），中華人民共和国薬典の含量

規格である 2.0%以上及び香港中薬材標準の含量規格

である 2.5%以上のいずれも満たした．一般に，オン

ジの流通品は，2 年生以上の品が多く，なかでも芯抜

き品が主流となっている（根本，2016）．実際，筆者

らが過去に分析に用いた市場流通品も 2 年生以上の

芯抜き品であった．今回の結果からは，芯抜き処理を

行っていない 1 年生であっても，tenuifolin の含量は

同等であったことから，栽培期間の短縮や加工の省 
力化などの新たな可能性が示唆された． 

3,6’-disinapoyl sucrose 含量は，雨除け処理区にお

いて高い傾向であり，B 圃場で無処理区との間に有意

な差が認められた．また，いずれの供試サンプルも中

華人民共和国薬典の含量規格である 0.50%以上を満

たさなかった．ただし，筆者らが過去に分析した市場

流通品においては，3,6’-disinapoyl sucrose 含量は

0.0163～0.786%とばらつきが大きく，さらに市場流通

品であるにもかかわらず当該規格を満たさないロッ

トが 22 ロット中 18 ロットと大多数を占めていた（西

  

処理区 86 ± 9.6 83700 ± 13000 1.03 ± 0.06
無処理区 26 ± 3.5 58200 ± 1000 0.45 ± 0.07

t検定 ** y n.s. **

処理区 109 ± 9.5 157000 ± 9700 0.70 ± 0.07
無処理区 61 ± 1.8 139000 ± 5200 0.44 ± 0.02

t検定 ** y *

A圃場

B圃場

試験区

n.s.

　　収穫本数 (本/10a) z 1本あたり重量 (g/本) z
収量 (kg/10a) z

処理区 2.767 ± 0.370 0.026 ± 0.002 43.7 ± 0.73
無処理区 3.012 ± 0.305 0.019 ± 0.005 37.4 ± 5.48

t検定

処理区 3.229 ± 0.139 0.038 ± 0.004 43.1 ± 0.81
無処理区 3.323 ± 0.260 0.030 ± 0.002 42.1 ± 1.33

t検定

希エタノールエキス含量(%)z

n.s. y

n.s. y

n.s.

n.s.*

n.s.

試験区

A圃場

B圃場

tenuifolin含量(%) z 3,6'-disinapoyl sucrose含量(%)z

第4表 雨除けトンネル処理の有無が収穫物乾燥根の成分含量に及ぼす影響 

Table 4. Rain shelter tunnel effects on dry root contents of dry roots 

z 3反復間の平均値±標準誤差 
y n.s.は5%水準で有意差無し，*は5%水準で有意差有り（n=3） 

第3表 雨除け処理の有無が収穫物乾燥根に及ぼす影響 

Table 3. Rain shelter tunnel effects on Polygala tenuifolia root dry yields 

z  3反復間の平均値±標準誤差 
y   **は1%水準，*は5%水準で有意差有り，n.s.は5%水準で有意差無し（n=3） 
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9月12日 9月30日
1 40 0 －

2 40 0 －

3 40 0 －

合計 120 0 －

1 40 0 －

2 40 4 －

3 40 4 －

合計 120 8 －

  ** y

1 80 － 0
2 80 － 0
3 80 － 0

合計 240 － 0
1 80 － 8
2 80 － 6
3 80 － 1

合計 240 － 15
  ** y

調査月日反復 調査カ所数 z

B圃場

処理区

無処理区

試験区

A圃場

処理区

無処理区

地上部枯死カ所数

0 1 2 3 4

1 223 223 0 0 0 0 0.00
2 212 212 0 0 0 0 0.00
3 130 130 0 0 0 0 0.00
計 565 565 0 0 0 0 0.00
1 131 129 0 2 0 0 0.76
2 127 126 1 0 0 0 0.20
3 135 81 4 16 24 10 27.41
計 393 336 5 18 24 10 0.39

U検定 **　
w

1 679 679 0 0 0 0 0.00
2 645 645 0 0 0 0 0.00
3 790 790 0 0 0 0 0.00
計 2114 2114 0 0 0 0 0.00
1 670 667 2 1 0 0 0.15
2 600 480 42 33 32 13 10.67
3 670 659 4 5 2 0 0.75
計 1940 1806 48 39 34 13 0.14

U検定 **　
w

根の黒変・腐敗発生程度の指数 
z

根の黒変・腐敗発生程度

の指数の平均値 
y 黒変・腐敗発生度 

x

A圃場

処理区

無処理区

B圃場

処理区

無処理区

試験区 反復 調査本数

指数別の本数

第1表 雨除けトンネル処理の有無が地上部の枯死に及ぼす影響 

Table 1. Rain shelter tunnel effects on death of  

above ground parts  

the abobe-ground part 

z 目視によりマルチ穴播種箇所ごとに，地上部茎葉が全て褐変しているか，  
または地上部自体が消失しているものを地上部の枯死カ所と判定した 

y  Fisherの正確確率検定により0.1%水準で有意差あり 
 

 

第2表 雨除けトンネル処理の有無が収穫物の根の黒変・腐敗発生に及ぼす影響 

Table 2. Rain shelter tunnel effects on blackening and rot of roots 

z  収穫当日の2019年11月21日に根の黒変・腐敗発生程度を目視により以下の基準で調査  
根表面のうち，黒変・腐敗部分が，0：なし，1：少（0～1/4程度），2：中（1/4～1/2程度）, 3：多（1/2～3/4程度），4：甚（3/4以上～全体） 

y  根の黒変・腐敗・発生程度の指数について試験区ごとに全調査本数を平均 
x   黒変・腐敗発生度＝（Σ（指数×黒変・腐敗発生程度の指数別本数）÷（4×指数別本数）×100 
w  Mann-Whitney.U検定により0.1%水準で有意差あり(n=393～1940) 
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ハギの栽培が行われている（小林，2019）．原産地の

栽培環境に近づくよう雨除けトンネル処理を行うこ

とによって，国内において栽培を行った場合でも，栽

培環境による生育不良を克服できると考えられる． 
また，イトヒメハギを原料とするオンジは，一般的

に「芯抜き品」すなわち根の芯(木部)を抜き取った状

態の太くて長い筒状のものが良品とされる（小林，
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になり得ると推察される． 
実験 2 の結果から，tenuifolin の含量は，A 圃場，B 

 
 
圃場のいずれにおいても，雨除けトンネル処理の有

無にかかわらず，筆者らが過去に分析した中国産芯

抜き品の市場流通品での 2.67～3.69%と同等の含量

を示し（辻本ら，2018），中華人民共和国薬典の含量

規格である 2.0%以上及び香港中薬材標準の含量規格

である 2.5%以上のいずれも満たした．一般に，オン

ジの流通品は，2 年生以上の品が多く，なかでも芯抜

き品が主流となっている（根本，2016）．実際，筆者

らが過去に分析に用いた市場流通品も 2 年生以上の

芯抜き品であった．今回の結果からは，芯抜き処理を

行っていない 1 年生であっても，tenuifolin の含量は

同等であったことから，栽培期間の短縮や加工の省 
力化などの新たな可能性が示唆された． 

3,6’-disinapoyl sucrose 含量は，雨除け処理区にお

いて高い傾向であり，B 圃場で無処理区との間に有意

な差が認められた．また，いずれの供試サンプルも中

華人民共和国薬典の含量規格である 0.50%以上を満

たさなかった．ただし，筆者らが過去に分析した市場

流通品においては，3,6’-disinapoyl sucrose 含量は

0.0163～0.786%とばらつきが大きく，さらに市場流通

品であるにもかかわらず当該規格を満たさないロッ

トが 22 ロット中 18 ロットと大多数を占めていた（西

  

処理区 86 ± 9.6 83700 ± 13000 1.03 ± 0.06
無処理区 26 ± 3.5 58200 ± 1000 0.45 ± 0.07

t検定 ** y n.s. **

処理区 109 ± 9.5 157000 ± 9700 0.70 ± 0.07
無処理区 61 ± 1.8 139000 ± 5200 0.44 ± 0.02
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A圃場

B圃場

試験区

n.s.

　　収穫本数 (本/10a) z 1本あたり重量 (g/本) z
収量 (kg/10a) z

処理区 2.767 ± 0.370 0.026 ± 0.002 43.7 ± 0.73
無処理区 3.012 ± 0.305 0.019 ± 0.005 37.4 ± 5.48

t検定

処理区 3.229 ± 0.139 0.038 ± 0.004 43.1 ± 0.81
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第4表 雨除けトンネル処理の有無が収穫物乾燥根の成分含量に及ぼす影響 

Table 4. Rain shelter tunnel effects on dry root contents of dry roots 

z 3反復間の平均値±標準誤差 
y n.s.は5%水準で有意差無し，*は5%水準で有意差有り（n=3） 

第3表 雨除け処理の有無が収穫物乾燥根に及ぼす影響 

Table 3. Rain shelter tunnel effects on Polygala tenuifolia root dry yields 

z  3反復間の平均値±標準誤差 
y   **は1%水準，*は5%水準で有意差有り，n.s.は5%水準で有意差無し（n=3） 
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3 130 130 0 0 0 0 0.00
計 565 565 0 0 0 0 0.00
1 131 129 0 2 0 0 0.76
2 127 126 1 0 0 0 0.20
3 135 81 4 16 24 10 27.41
計 393 336 5 18 24 10 0.39

U検定 **　
w

1 679 679 0 0 0 0 0.00
2 645 645 0 0 0 0 0.00
3 790 790 0 0 0 0 0.00
計 2114 2114 0 0 0 0 0.00
1 670 667 2 1 0 0 0.15
2 600 480 42 33 32 13 10.67
3 670 659 4 5 2 0 0.75
計 1940 1806 48 39 34 13 0.14

U検定 **　
w

根の黒変・腐敗発生程度の指数 
z

根の黒変・腐敗発生程度

の指数の平均値 
y 黒変・腐敗発生度 
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第1表 雨除けトンネル処理の有無が地上部の枯死に及ぼす影響 

Table 1. Rain shelter tunnel effects on death of  

above ground parts  

the abobe-ground part 

z 目視によりマルチ穴播種箇所ごとに，地上部茎葉が全て褐変しているか，  
または地上部自体が消失しているものを地上部の枯死カ所と判定した 

y  Fisherの正確確率検定により0.1%水準で有意差あり 
 

 

第2表 雨除けトンネル処理の有無が収穫物の根の黒変・腐敗発生に及ぼす影響 

Table 2. Rain shelter tunnel effects on blackening and rot of roots 

z  収穫当日の2019年11月21日に根の黒変・腐敗発生程度を目視により以下の基準で調査  
根表面のうち，黒変・腐敗部分が，0：なし，1：少（0～1/4程度），2：中（1/4～1/2程度）, 3：多（1/2～3/4程度），4：甚（3/4以上～全体） 
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原ら，未発表）．この成分については今後，さらなる

含量調査データを蓄積した上で，規格の妥当性や市

場流通品との同等性を再検証することが必要と考え

られた． 
エキス含量（希エタノールエキス）は，処理区間に

有意差は認められず，筆者らが過去に分析した市場

流通品の 28.92～44.16%と同等の含量を示した（辻本

ら，2018）． 
今回，指標成分として対象とした tenuifolin，3,6’

-disinapoyl sucrose の 2 成分についてその効能等を文

献調査により確認したところ，オンジで着目されて

いる脳機能改善作用には tenuifolin が大きく関与して

いることが報告されている（Hong Zhang ら，2008；
Lin Wang ら，2019；Ya-min Liu ら，2015）．また，

日本薬局方ではオンジに関する含量規格はないもの

の，第十七改正第二追補より，確認試験では従来のサ

ポニンの試験 2 法から，サポニンの試験 1 法と

tenuifolin を対象とした試験に改正された（厚生労働

省，2019）．そのため，オンジの指標成分としては，

tenuifolin を含有していることが必要不可欠であり，

効能の上でも重要な成分と考えられる．よって，

tenuifolin の含量とエキス含量において，今回の収穫

物乾燥根は，市場流通品と同等であったことから，い

ずれも国内において流通品と同等に使用できる可能

性が示唆された． 
中国では，より太く長いイトヒメハギの根を生産

するため，3 年ないし 4 年の栽培が行われている（小

林，2019）．今回の結果は栽培 1 年目のものであり，

国内でも良品生産のために連年栽培を行うことを前

提とする場合，2 年目以降も雨除けトンネル処理の効

果が持続するか，また，複数年栽培した収穫物が，国

内栽培生薬原料として流通可能な成分含量を有する

どうかについても，引き続き検討する必要がある． 
 
 

摘摘要要  

 
簡易な雨除けトンネル処理により，イトヒメハギ

の地上部の枯死と根の黒変・腐敗を防ぎ，イトヒメハ

ギの増収を図ることが可能であることを確認した．

成分含量を定量した結果，オンジの指標成分として

一般に用いられている tenuifolin を対象とした場合に

は，今回の栽培品はいずれも国内において流通でき

る可能性が示された． 
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異異ななるる栽栽植植密密度度でで栽栽培培ししたたダダイイズズ‘‘ササチチユユタタカカ AA11号号’’おおよよびび    

‘‘ササチチユユタタカカ’’のの収収量量構構成成要要素素，，収収量量おおよよびびタタンンパパクク質質含含有有率率  
 

杉山高世・森下星子 
 

 Yield Components, Yield and Seed Protein Content of Soybean Cultivar 
 'Sachiyutaka A1 Gou' and 'Sachiyutaka ' under Different Planting Densities 

 
SUGIYAMA Takatsugu and MORISHITA Seiko 

 
Summary 

 
Key Words: soybean, yield components, yield, seed protein content, planting density，Sachiyutaka A1 gou  

 
 
ダイズ‘サチユタカ A1 号’は，近畿中国の主力品

種‘サチユタカ’への難裂莢性付与を目的として，農

研機構作物研究所畑作物研究部豆類育種研究室（現

畑作物研究領域大豆育種研究分野）において，‘サチ

ユタカ’を母とし，難裂莢性を備えた‘ハヤヒカリ’

を父として遺伝子マーカーと戻し交雑法を用いて育

成された品種である．育成地では，裂莢性以外の成熟

期，耐倒伏性，百粒重などの主要な形質は‘サチユタ

カ’とほぼ同等であると評価されており（羽鹿ら，

2016），奈良県においても，‘サチユタカ’と比べ，

百粒重がやや大きく，子実成分の粗蛋白質含有率は

やや低いが、収量や主茎長，主茎節数，分枝数，茎の

太さ，最下着莢高および倒伏や青立ちの程度は同程

度で，裂莢性は改善されていることから、2019 年 3
月に県奨励品種に指定された（杉山ら，2020）． 

収量については，子実重や百粒重に関する品種比

較は報告されているが，収量の成立過程を解析する

ために重要な情報である面積当たり莢数、1 莢内粒数

および百粒重からなる収量構成要素を比較した報告

はない． 
そこで，2017 年と 2018 年に‘サチユタカ’と ‘サ

チユタカ A1 号’を異なる栽植密度下で栽培し，2 品

種間の収量構成要素について比較するとともに，栽

植密度が‘サチユタカＡ１号’の収量やタンパク質含

有率に及ぼす影響を調査した． 
 
 

材材料料おおよよびび方方法法  

 
試験は，2017 年と 2018 年に水田転換畑である農業

研究開発センター（桜井市池之内）14 号田において

‘サチユタカ A1 号’および‘サチユタカ’を供試し，

実施した．各年次における播種日および栽植密度を

第 1 表に示した．播種方法は手播きで，1 株 1 本仕立

てとした．土壌改良資材として苦土石灰を 10a 当た

り 70～100kg 施用した．基肥として 10a 当たり成分

量で，N，P および K それぞれ， 3.0kg，7.2kg および

6.0kg 施用し，追肥は施用しなかった．また，中耕培

土は播種約１カ月後に１回行った．種子消毒，雑草防

除および生育期間中の病害虫防除は適宜行った．試

験区は 1 区面積を 14～18 ㎡とし，3 反復設けた． 
 

 
成熟期頃に 1 区当たり 2017 年は 30 株，2018 年は

10 株を収穫し，雨よけハウス内で風乾後，主茎と分

枝に分けて，莢数，粒数，子実重，百粒重，および子

実水分を調査した．莢数は外見から 1 粒莢，2 粒莢お

よび 3 粒莢（わずかの 4 粒莢を含む）に分けて調査

し，粒数は脱穀後選別を行わずに調査した．子実重は

直径 7.3mm の規格検査用丸目ふるいにかけ，落ちた

ものや被害の程度が著しい虫害粒や腐敗粒等の屑粒

を除いた精子実重を測定した．百粒重は精子実重を

測定した後，子実 200 粒をとり，重量を測定し，100
粒当たりの重量を算出した．精子実重と百粒重は子

実水分 15％に換算した． 
子実成分であるタンパク質含有率は，近赤外分光

播種日 　 栽植密度 条間 　 株間
(月．日) (本/㎡) (cm) (cm)

7.1 20
14.3 10

　 6.3 20
2018 8.3 15

12.5 10

試験年

2017 7. 3 70

6.27 80

第 1表．収量調査結果(播種日および栽植密度） 

Table 1. Sowing day and planting density 




